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査を実施。データ収集期間 H23 年 10 月 31 日～ 11 月 14 日。
【結果】回答者 290 名（回収率 70％）。平均経験年数は 11 年、がん
看護の経験のある人は 202 名であった。がん治療で困っている事は、
悪心・嘔吐、口内炎、味覚異常など副作用に関する事、それに伴う
患者の不安の訴えへの対応であった。また、薬剤の投与管理に対す
る看護師自身の不安もあった。終末期に関しては疼痛コントロール
や腹部症状、浮腫、不安やせん妄という精神症状に対する困難さを
感じていた。倫理面ではがん治療の開始、変更、中止に伴う看護師
のジレンマが多く見られた。また、それらの困り事は病棟スタッフ
やリーダー看護師、医師に相談しており、満足度は 64％であった。
【考察】がん看護に携わる看護師は、患者の病状の進行によって現
れる苦痛症状や治療による副作用、また、それらにより引き起こさ
れる精神的苦痛の対応に、困難さを感じている事が今回の調査で明
らかになった。また、それらをリーダー看護師に相談している事か
ら、スタッフの中で専門的知識を持った、リーダー的存在をリンク
ナースとして育成し、がん看護関連の認定看護師との連携を図る必
要性が示唆された。
